
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１． 実施内容 

輸送総合システムの勤務実績入力業務を勝田統括センターに集約する。 
 

２． 関係箇所 

土浦統括センター、水戸統括センター、勝田統括センター、いわき統括センター、原ノ町統括センター、水郡

線統括センター 
 

３． 箇所体制 
 現行 改正  
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変
形
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交
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乗務員 計 変
形
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交
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乗務員 計 

日

勤 

泊 日

勤 

泊 

土浦統括センター 
管理 ９ ５   １４ ９ ５   １４  

一般 １６ １０ １０ ３２ ６８ １５ １０ ９ ３２ ６６  

水戸統括センター 
管理 １０ ６   １６ １０ ６   １６  

一般 １９ １１ ７ １３ ５０ １７ １０ ６ １３ ４６  

勝田統括センター 
管理 ９ ５   １４ １３ ３   １６  

一般 １４ ９ １２ ３８ ７３ １５ ９ １２ ３６ ７２  

いわき統括センター 
管理 １０ ４   １４ １４ ２   １６  

一般 １５ ５ ９ １５ ４４ １４ ５ １０ １５ ４４  

※「現行」は２０２５年３月ダイヤ改正前の体制を計上している。 

※「改正」は「２０２５年３月ダイヤ改正について」及び「輸送総合システム入力業務の集約について」の変更を反映している。  

※業務の繫閑等に応じて１日当りの出面数（作業ダイヤ数）を柔軟に設定する。 

※上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや一般社員が管理者の業務を行う場合がある。 
 

４． 実施時期 

２０２５年４月１日（火） 
 

５． 主な労使議論 

組合：今施策の目的を明らかにすること。 

会社：これまで以上に技術継承及び効率的な業務執行体制の構築を図るためである。 

組合：輸送総合システム入力業務を勝田統括センターに集約する理由を明らかにすること。 

会社：在籍する社員が多く、その分件数も多い。行路作成等これまでのノウハウを所持していることや執務 

スペースの観点から勝田統括センターに集約することとした。 

組合：勝田統括センターに集約する業務及び各統括センターで継続する業務を明らかにすること。 

会社：乗務員におかれる変行路実績や列車遅延の超勤入力など作業申告書をもとに入力業務を勝田統括 

センターに集約する。それ以外の給与・厚生・事務関係等は各統括センターで今後も業務を行う。 

組合：作業申告書を勝田統括センターに集約する方法を明らかにすること。 

会社：複合機でPDF化し、勝田統括センターに集約する。他支社でも輸送総合システム入力を集約している 

ため、参考にする考えである。 

組合：輸送総合システムの操作は勝田統括センター以外でも継続して実施できるのか示すこと。 

会社：各箇所に設置されている Joi-net端末でも入力できる。勤務操配を各箇所で行うため、輸送総合シ 

ステムは今後も扱えることとなる。 

組合：箇所体制について、変更点を示すこと。 

会社：土浦△１、水戸△２、勝田＋１、いわき△１となる。原ノ町と水郡線は行路数が少なく、入力業務も少な 

いため、体制は変更しない。業務量の精査や DXを活用し、適正な箇所体制とした。 

組合：輸送総合システムの入力を出来る社員数を示すこと。 

会社：各箇所１～２名である。入力業務は特殊性があるため、今施策を通じて技術継承を行う考えである。 
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